
 

1 概要  

1.1 背景と目的 

自転車は、買い物や通勤・通学など日常生活の移動手段、サイクリング等のレジャーな

どとして、子どもから高齢者までの幅広い年齢層に利用され、健康増進や環境意識の高ま

りなどを背景に、その利用ニーズが高まっている。 

本市ではこれまで、平成25年度に策定した「鹿児島市自転車走行ネットワーク整備計

画」に基づき、中心市街地やその周辺部において自転車走行空間の整備に取り組んでお

り、令和5年度までに概ね整備が完了したところである。しかし、全交通事故に占める自

転車関連事故の割合は増加傾向となっているほか、自転車利用者からは自転車走行空間の

更なる整備が求められているなど、自転車を安全に利用できる環境づくりが急務となって

いる。 

このことから、「第２期鹿児島市自転車走行ネットワーク整備計画」を策定し、引き続

き、自転車で安全・快適に通行できるまちづくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

  



 

1.2 計画の位置づけ 

 本計画は、「第二次鹿児島市公共交通ビジョン」等の上位計画に位置付けられている自転

車通行空間の整備を推進するために策定するものであり、上位関連計画と整合を図りつつ、国

が示すガイドラインや、国・県の自転車活用推進計画を踏まえた計画とする。 

 

図 1.1 計画の位置づけ 

 

1.3 計画期間 

 計画期間は、令和 6年度から令和 15年度までの 10年間とする。 

第六次鹿児島市総合計画

（R4年5月策定）

第二次かごしま都市マスタープラン

（R4年3月策定）

第三次鹿児島市交通バリアフリー

基本構想（R4年3月策定）

第２次自転車活用推進計画（国）

（R3年5月策定）

第２次鹿児島県自転車活用

推進計画（R5年3月策定）

安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドライン

(H28年7月改定)

第２期鹿児島市自転車走行ネットワーク整備計画

【本計画】

＜国・県の計画＞ ＜国のガイドライン＞

＜鹿児島市の計画＞

第二次鹿児島市公共交通ビジョン

（R4年3月策定）

基本目標のひとつに「質の高い暮らしを支える 快適なまち」を掲げ、利
用者にやさしい快適な道路の整備や、安心・安全な移動環境の整備を推
進することとしている。

都市づくりの基本目標のひとつとして「快適で移動しやすい
都市」を掲げ、車中心から人中心への交通環境を創出するた
め、自転車の通行空間の整備を推進することとしている。

交通政策の基本方針のひとつとして「安心安全で、人と環境
にやさしい快適な交通環境の整備」を掲げ、自家用車等から
環境にやさしい自転車への転換・利用をさらに推進し、自転
車による移動の連続性と回遊性を高めるため、自転車ネット
ワーク路線等の検討を行い、効果的、効率的な整備を進める
こととしている。

バリアフリー重点整備地区として「中央地区」「鴨池地区」
「谷山地区」を位置付け、歩道の段差解消、視覚障害者誘導
用ブロックや休憩施設（ベンチ等）の設置などのバリアフリー
に資する整備等を進めることとしている。

※自転車ネットワーク計画の作成、自転車通行
空間の設計の考え方等について定めたもの

※自転車の活用に関する施策を総合的に推進する
ための基本計画

上位関連計画


